
井
原
市
消
防
団
は
長
年
、
１

月
１
日
付
で
団
員
交
代
を
し
て

き
た
が
、
今
年
よ
り
社
会
全
般

の
動
き
に
合
わ
せ
て
４
月
１
日

を
年
度
替
わ
り
と
し
た
。

出
初
式
は
従
来
ど
お
り
１
月

に
行
わ
れ
る
。

地
元
の
消
防
団
経
験
者
ら
は

「
か
つ
て
は
年
末
か
ら
正
月
に

か
け
て
の
役
員
人
事
で
慌
た
だ

し
か
っ
た
」
な
ど
と
話
し
て
い

た
。

サ
ロ
ン
あ
す
は
が
つ
ど
え
～

る
で
２
月
７
日
、
ふ
れ
あ
い
交

流
会
を
開
き
25

人
が
参
加
し

た
。午

前
10
時
20
分
、
森
典
子
会

長
の
開
会
挨
拶
に
続
い
て
、
山

本
励
子
講
師
か
ら
多
肉
植
物
の

寄
せ
植
え
作
り
に
関
す
る
説
明

を
聞
き
な
が
ら
作
業
を
開
始
。

事
前
に
配
ら
れ
た
カ
ラ
フ
ル
で

可
愛
い
サ
ボ
テ
ン
科
の
植
物
を

直
径
約
10
セ
ン
チ
の
ポ
ッ
ト
へ

植
え
込
ん
だ
。

参
加
し
た
人
た
ち
は
「
思
っ

て
い
た
よ
り
早
く
で
き
た
。
水

や
り
も
少
な
く
て
色
の
変
化
が

楽
し
め
そ
う
」
な
ど
と
話
し
て

い
た
。

つ
ど
え
～
る
へ
残
し
た
３
ポ

ッ
ト
は
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

販
売
し
た
。

新
年
度
最
初
の
交
流
会
は
４

月
14
日
、
地
元
か
ら
飛
び
出
し

井
原
鉄
道
で
福
山
へ

｜

。

サ
ロ
ン
行
事
は
室
内
で
の
活

動
が
多
い
こ
と
か
ら
、
季
節
の

良
い
時
期
に
出
掛
け
て
み
よ
う

と
計
画
し
た
も
の
。

福
山
駅
到
着
後
、
参
加
し
た

18
人
は
福
山
城
散
策
や
デ
パ
ー

ト
で
の
買
い
物
、
食
事
な
ど
を

楽
し
ん
だ
。

次
回
の
サ
ロ
ン
は
５
月
22
日

に
開
催
予
定
。

郷
社
足
次
山
神
社
の
大
久
保

克
朗
総
代
長
は
、
３
月
の
倉
掛

自
治
会
決
算
総
会
と
４
月
の
予

算
総
会
に
出
席
し
、
清
掃
作
業

へ
の
協
力
依
頼
や
社
務
所
の
劣

化
が
進
み
、
建
替
え
が
必
要
に

な
っ
て
い
る
現
状
を
訴
え
た
。

大
久
保
総
代
長
は
境
内
及
び

社
殿
の
清
掃
に
関
し
て
「
神
苑

面
積
１
４
６
０
坪
の
足
次
山
神

社
は
、
千
年
を
超
え
る
歴
史
を

誇
る
倉
掛
夏
目
の
共
有
財
産
。

氏
子
各
位
の
ご
支
援
ご
協
力
を

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
、
役
員
中

心
の
維
持
管
理
は
限
界
に
達
し

て
い
ま
す
。
こ
の
件
に
つ
い
て

自
治
連
合
会
や
各
組
自
治
会
単

位
で
是
非
と
も
話
し
合
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
異
例
の
協
力

を
求
め
た
。

築
百
年
を
超
え
る
社
務
所
や

玉
垣
の
老
朽
化
で
修
理
費
は
か

さ
む
一
方
。
神
社
関
係
者
は
、

「
近
い
将
来
、
倉
掛
夏
目
両
地

区
民
の
建
替
え
に
向
け
た
動
き

が
必
要
に
な
る
の
は
必
至
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
て
お
き
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。
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消防井原分団第３部

倉掛自治会 http://kurakake.sakura.ne.jp

サ
ロ
ン
あ
す
は

多
彩
な
活
動
展
開

井
原
分
団
第
３
部
は
４
月
１
日
、
立
石

浩
四
郎
氏
（
夏
目
）
が
部
長
に
就
任
し
、

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

井
原
分
団
第
３
部

令
和
７
年
度
倉
掛
自
治
会
予

算
総
会
＝
写
真
下
＝
が
４
月
５

日
、
つ
ど
え
～
る
で
開
か
れ
関

係
者
約
40
人
が
出
席
し
た
。

倉
掛
自
治
連
合
会
の
増
成
実

会
長
の
開
会
挨
拶
に
続
き
、
連

合
会
役
員
が
自
己
紹
介
を
兼
ね

て
担
当
す
る
自
治
会
を
伝
え
、

拍
手
で
承
認
を
得
た
。

そ
の
ほ
か
民
生
児
童
委
員
、

倉
掛
少
年
団
育
成
会
、
井
原
分

団
第
３
部
、
友
愛
・
愛
育
委

員
、
連
合
会
顧
問
、
郷
社
総
代

会
の
各
代
表
が
そ
れ
ぞ
れ
の
活

動
に
理
解
と
協
力
を
求
め
た
。

自
治
会
費
と
神
社
費
の
集

金
依
頼
を
要
請
後
、
本
年
度

予
算
案
を
読
み
上
げ
「
備
品

費
で
連
合
会
が
使
用
す
る
パ

ソ
コ
ン
を
購
入
し
た
い
」
と

連
合
会
長
か
ら
説
明
が
あ
り

承
認
を
得
た
。

ご
み
集
積
所
を
覆
う
ネ
ッ

ト
に
つ
い
て
の
質
問
に
は

「
利
用
者
負
担
で
お
願
い
し

て
い
る
」
と
回
答
。
す
べ
て

の
審
議
等
を
終
え
午
後
８
時

に
閉
会
し
た
。

倉
掛
自
治
会
予
算
総
会

[階級] [氏 名] [地区]

部 長 立石浩四郎（夏目）

副部長 佃 信一郎（夏目）

会 計 井上 浩伸（夏目）

会計補佐 吉川 直樹（倉掛）

消防班長 鈴木 紘平（倉掛）

団 員 中西 諒佑（夏目）

団 員 西山 喬士（夏目）

団 員 笠原 慶一（倉掛）

団 員 松井 淳（夏目）

団 員 丸山 裕二（倉掛）

団 員 瀬藤 慎二（倉掛）

団 員 片山 敬悟（夏目）

団 員 塚原 一徳（夏目）

団 員 増成 智也（夏目）

団 員 片岡 憲一（倉掛）

団 員 和原 賢一（夏目）

団 員 久安 慎吉（夏目）

地
域
の
共
有
財
産
意
識
を

郷

社

足

次

山

神

社

第 ３ 部 団 員 名 簿 １７人体制でスタート

令和７年度自治会長
※カッコ内は世帯数

１ 組（ 9）寺内知久子

２ 組（ 5）大坪 正広

３ 組（12）妹尾 純志

４ 組（ 6）黒田 輝子

５－１組（ 9）佐藤 勲

５－２組（ 7）佐能みどり

６ 組（ 8）岡崎 勝男

７ 組（ 5）山岡千恵子

８ 組（20）田中 康典

９ 組（ 5）吉岡 進

11 組（ 8）谷本 真実

12－１組（ 2）井上 信子

12－２組（14）竹田 壽雄

13－１組（ 8）三嶋 正裕

13－２組（11）森山 和哲

13－３組（19）請田 勇介

14 組（10）江草 守

15－１組（10）田中 利治

15－２組（ 6）倉橋 絢子

16 組（15）佐能 秀子

17 組（ 7）朝原 久子

18－１組（10）茂原 啓二

18－２組（10）森 泰孝

18－３組（ 5）野宮 幹人

４
月
は
福
山
で

自

由

行

動

異例の訴え



郷
社
足
次
山
神
社
で
４
月
４

日
、
恒
例
の
春
季
大
祭
が
執
り

行
わ
れ
、
多
く
の
参
拝
客
ら
で

賑
わ
っ
た
。

式
典
は
山
室
晶
史
宮
司
と
岡

本
綾
子
宮
司
（
高
山
千
義
神

社
・
門
田
町
）
に
よ
っ
て
午
前

10
時
か
ら
始
ま
り
、
稽
古
を
積

ん
だ
倉
夏
地
区
小
中
学
生
８
人

の
巫
女
が
優
美
な
榊
の
舞
を
奉

納
し
た
（
写
真
右
）
。

拝
殿
南
側
へ
位
置
す
る
春
日

神
社
の
祭
典
に
続
い
て
、
戦
没

者
慰
霊
祭
が
忠
魂
碑
前
で
午
後

１
時
か
ら
執
り
行
わ
れ
、
井
原

市
遺
族
連
合
会
（
惣
台
八
十
八

会
長
）
の
役
員
６
人
が
参
列
し

た
。

参
道
脇
に
は
、
今
年
も
た
い

焼
き
な
ど
の
露
店
が
並
び
、
訪

れ
た
人
た
ち
は
８
分
咲
き
の
桜

を
見
物
し
な
が
ら
井
原
の
春
を

楽
し
ん
で
い
た
。

つ
ど
え
～
る
パ
ソ
コ
ン
教
室

で
は
、
令
和
７
年
度
の
受
講
者

を
募
集
し
て
い
る
。
お
問
い
合

わ
せ
は
つ
ど
え
～
る
事
務
局

へ
。
（
62

│

９
０
９
０
）

講

師
＝
重
政
陽
子
氏

火
曜
日
＝
９
：
30
～
11
：
30

木
曜
日
＝
13
：
30
～
15
：
30

土
曜
日
＝
９
：
30
～
11
：
30

年
会
費
＝
１
０
０
０
円

受
講
料
＝
１
回

５
０
０
円

資
料
代
＝
実

費

内

容
＝
ワ
ー
ド
・
エ

ク

セ

ル
・
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ス
マ
ホ
・
メ
ー

ル
・
デ
ジ
カ
メ
・
復
習
・
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
持
参
の
こ
と

倉
掛
少
年
団
関
係
者
約
10
人

が
４
月
６
日
、
井
原
町
ま
ち
づ

く
り
の
会
主
催
の
桜
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
に
参
加
し
た
。

午
前
８
時
45
分
、
井
原
公
民

館
を
出
発
し
た
一
行
は
、
イ
ベ

ン
ト
会
場
の
桜
橋
公
園
に
至
る

約
４
キ
ロ
を
歩
き
、
同
10
時
前

に
ゴ
ー
ル
し
た
。

◇

◇

《
倉
掛
少
年
団
育
成
会
役
員
》

会

長

瀬
藤

慎
二

副
会
長

田
邉

裕
章

副
会
長

田
中

達
也

副
会
長

河
合

季
久

副
会
長

糸
島
紗
矢
香

会

計

請
田

勇
介

監
査
役

藤
井

大
輔

顧

問

遠
藤

晶
大

《
主
な
年
間
行
事
》

４
月

郷
社
清
掃

４
月

井
原
桜
ま
つ
り
参
加

５
月

春
季
公
園
堤
清
掃
奉
仕

５
月

小
学
校
・
幼
稚
園
運
動
会

５
月

春
季
資
源
回
収

６
月

学
区
球
技
大
会

７
月

キ
ャ
ン
プ

７
月

ラ
ジ
オ
体
操

８
月

公
園
清
掃
奉
仕
作
業

９
月

３
世
代
交
流
事
業

10
月

秋
季
公
園
堤
清
掃
奉
仕

10
月

井
原
町
秋
季
大
祭

11
月

夜
警
活
動

11
月

秋
季
資
源
回
収

12
月

ク
リ
ス
マ
ス
会

２
月

入
退
団
式

郷
社
足
次
山
神
社
は
令
和
７

年
度
の
境
内
及
び
社
務
所
の
清

掃
日
を
次
の
と
お
り
決
定
し
、

倉
掛
夏
目
の
自
治
連
合
会
や
各

組
自
治
会
・
各
世
帯
へ
通
常
１

～
２
時
間
程
度
の
協
力
を
求
め

て
い
る
。

神
社
の
清
掃
用
具
は
竹
ぼ
う

き
・
手
み
・
竹
熊
手
・
落
葉
入

れ
バ
ッ
ク
・
リ
ヤ
カ
ー
が
あ
る

も
の
の
、
十
分
な
数
で
は
な
い

た
め
、
持
参
を
呼
び
掛
け
て
い

る
。
参
加
者
の
安
全
祈
願
は
１

回
ご
と
に
宮
司
が
執
り
行
う
。

◇

◇

５
月
４
日
（
日
）
８
：
00
～

６
月
１
日
（
日
）
８
：
00
～

７
月
６
日
（
日
）
８
：
00
～

８
月
３
日
（
日
）
８
：
00
～

９
月
７
日
（
日
）
８
：
00
～

10
月
５
日
（
日
）
８
：
00
～

10
月
19
日
（
日
）
８
：
00
～

12
月
７
日
（
日
）
８
：
00
～

２
月
１
日
（
日
）
８
：
00
～

３
月
１
日
（
日
）
８
：
00
～

協力／中国新聞井原販売所 倉 掛 新 聞 令和７年４月18日発行 第168号（２）

4/27  井原地区不燃性粗大ごみ回収

8:00～（井原小）

5/ 4  郷社定例清掃 8:00～

倉掛＆夏目氏子

5/ 8  倉掛自治連合会・事業所集金

5/11  井原分団第３部試運転日

5/11  春季公園堤清掃奉仕作業

5/17  井原小学校・幼稚園運動会

※予備日5/18

5/18  欅の杜・杜の市（門田町）

9：00～11：00

5/25  倉掛少年団春季資源回収

6/ 1  井原分団第３部試運転日

6/ 1  土のう回収・汚泥積込

6/ 1  郷社定例清掃 8:00～

倉掛＆夏目氏子

6/15  井原学区少年団球技大会

- - - - - - - - - - - - - - - - -

◆ 行 事 予 定 ◆

※スマホ等で倉掛自治会ＨＰ

をご覧になる場合は右のＱＲ

コードを読み取って下さい。

倉 掛 ほ っ と 情 報

倉掛自治会 http://kurakake.sakura.ne.jp

普段は静かな倉掛裏の小田川堤。今年は桜の

満開が４月６日の井原桜まつり前後と重なり、

内外から多くの花見客が訪れた。新橋から日芳

橋に至る約２kmの桜（約８００本）はその昔、

郷社で苗木を育て、後に土手へ移植された。

■花見客で小田川堤賑わう 4/3～7

足
次
山
神
社
春
季
大
祭

井 原 桜 ま つ り

小田川堤防歩く

倉 掛 少 年 団 も 参 加

パ
ソ
コ
ン
講
座

７
年
度
生
募
集

つ
ど
え
～
る

８ 分 咲 き の 桜 満 喫

郷 社

対岸の桜並木を見ながら歩く少年団員ら

育
成
会
役
員
＝
前
列
左
か
ら
河

合
、
瀬
藤
、
糸
島
、
後
列
左
か
ら

田
邉
、
田
中
、
請
田
（
敬
称
略
）

清
掃
日
は
毎
月
第
１
日
曜

郷

社


